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データ通信用コネクタの
標準ピン割り当て

はじめに
本アプリケーション・ノートでは、テレコム・アプリケーションやコン
ピュータ・アプリケーションで広く使用されている標準的なコネクタ
のピン割り当てについて、図を交えながら説明します。

データ通信の分野では、ライン・ドライバやレシーバ IC だけでな
く、ケーブルとコネクタもシステム性能に大きく影響します。各部品
(PCB、IC、ケーブル、コネクタ )を組み合わせるとチャネルが形
成されます。情報を転送する際にチャネルは不可欠です。チャ
ネルが実際のチェーンを形成しているので、どのリンクに障害が発
生してもチェーンは損なわれます。

前述のように、このアプリケーション・ノートはコネクタについて、特
にそのピン割り当てを中心に説明しています。あるメーカーが製造
した機器を他のメーカーが製造した機器に接続して動作させる

には、それぞれが業界標準を採用していなければなりません。正
常な相互動作を実現するためには、2つの機器のプロトコル (機
能仕様 )、電気的特性、コネクタの物理的寸法が同じでなけれ
ばならず、さらにコネクタのピン割り当ては最も重要です。しかし、
機能的仕様、電気的仕様、物理的仕様をすべて定義または引
用した TIA/EIA ( 米国電気通信工業会 / 米国電子工業会 )な
どの標準が登場したことにより、2台の機器間での通信の成功率
は大幅に向上しました。

電気通信やコンピューティングの分野では、インタフェースに関し
てさまざまな標準化作業が進められました。このアプリケーション・
ノートでは、コネクタ・ピン割り当てを紹介するほか、各標準の歴
史的背景についても概観しています。なお、各標準の詳細な情
報は、それぞれの標準規格を参照してください。

FIGURE 1.  RS-232 DB-25

IBM®は International Business Machines Corp.の登録商標です。
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FIGURE 2.  RS-232 ALT-A

RS-232
RS-232 は世界で最も普及しているインタフェース標準の 1 つで
す。当初は DTEとDCEとの間のインタフェースとして規定され、
電気通信、コンピューティング、試験 / 測定、工業制御などさま
ざまな用途として広く利用されています。現在の RS-232は 5回
にわたる改訂を経て規定されたもの (E) ですが、依然として広く
普及しているため、この標準をサポートする新しいデバイス (ライ
ン・ドライバとレシーバ )の開発が進められています。なお、この
標準の正確な名称は、一般に使用されているRS-232からEIA/
TIA-232-Eに変更されています。RS-232C標準が規定している
コネクタは一般的な DB-25と新しい小型 26ピンの 2 種類です。
RS-232Cの最初のバージョンは1960年代前半にまでさかのぼり、
すべての機能、電気的特性、物理的仕様を規定した完全標準
として知られています。この標準には、IBM® が開発してパーソ
ナル・コンピュータ用の事実上の業界標準コネクタとして普及させ
た 9ピン型もあります。Figure 1、2にフル (25線 )コネクタのピン
割り当てを示します。9ピン・コネクタは現在 EIA/TAI-574として

標準化されています。そのピン割り当てについては Figure 7を参
照してください。

RS-449
RS-449は RS-232に代わることを目標に開発された標準です。こ
の標準も DTE-DCE 間のインタフェースを定義していますが、電
気的仕様については RS-422-Aと RS-423-A に規定されていま
す。RS-449 標準は DB-37 ピン・コネクタを規定していますが、
追加信号用に DB-9ピン・コネクタの追加使用も規定されていま
す。しかし、37ピン・コネクタは大き過ぎることが多く、このインタ
フェースはあまり普及していません。RS-449が採用されているの
は高度な電気通信アプリケーションが主で、ほかではほとんど見ら
れません。

RS-449は、標準的なDB-25コネクタを定義した新しい標準 (EIA/
TIA-530-A) に代わっています。DB-37 ピン・コネクタのピン割り
当てをFigure 3に示します。
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RS-449 (つづき)

FIGURE 3.  RS-449 DB-37

EIA-530とEIA/TIA-530-A 
EIA-530はRS-449を拡張したDB-25コネクタ用の標準です。機
能的仕様と機械的仕様とを定義しており、電気的仕様について
は RS-422-AとRS-423-Aに規定されています。コネクタは、EIA/

TIA-232-E (RS-232) で一般に使用されているコネクタと同じで
す。EIA-530-Aは (添え字 Aからわかるように ) EIA-530を改訂
したもので、ピン割り当てがいくつか変更されています。Figure 4、
5に両コネクタのピン割り当てを示します。
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FIGURE 4.  EIA-530 DB-25

FIGURE 5.  EIA/TIA-530-A DB-25
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EIA/TIA-561
EIA/TIA-561は、1990年に発表された新しい標準で、DTE-DCE
間の非同期小型 8ピン・インタフェースを定義しています。この標
準の特長は、DB 型のコネクタではなく、モジュール構造のソケッ
トとプラグ・タイプのコネクタを定義していることです。

電気的レベル (RS-232よりも低電力で高速 )に関しては、コンパ
ニオン標準の EIA/TIA-562 に規定されています。プラグとジャッ
クを Figure 6に示します。

1. Ring Indicator
2. Received Line Signal Detector
3. DTE Ready
4. Signal Common
5. Received Data
6. Transmitted Data
7. Clear to Send
8. Request to Send/Ready for Receiving FIGURE 6.  EIA/TIA-561 MJ-8

EIA/TIA-574
IBMが開発した9ピンの業界標準コネクタが普及しすぎて公式な
RS-232 インタフェースとの間で混同が生じたため、こうした混同
を避ける目的で開発された標準です。EIA/TIA-574は、DB-9イ
ンタフェースを定義していますが、電気的レベルについては、RS-
232 ではなくRS-562 標準を推奨しています。EIA/TIA-562 は、
多くの用途でRS-232ドライバ /レシーバと協動可能です。この標
準は、DTE-DCE間でデータを非同期的にシリアル転送するため
に最低限必要な回線数を規定しています。Figure 7にコネクタの
ピン割り当てを示します。

V.35
勧告 V.35は、高速モデム標準として CCITT (国際電信電話諮
問委員会 )によって開発され、DTE-DCE間のインタフェースを定
義しています。この標準は制御回路に RS-232タイプのライン・ド
ライバ /レシーバを使用し、高速データ /タイミング・ラインに独自
の差動ドライバ /レシーバを使用しています。この勧告は Figure 8
に示すような独自のコネクタを定義しています。なお、CCITT は
ITU (国際電気通信連合 )に継承され、新しい標準には CCITT
の代わりに添え字 ITUがつけられています。
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FIGURE 7.  EIA/TIA-574 DB-9

FIGURE 8.  CCITT V.35
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IEEE-488
IEEE (米国電気電子技術者協会 )でもコンピューティングや計測
の分野で数多くのインタフェースを標準化しています。 IEEE-488
は 16本の信号線を並列接続した計測用のバスについて、機能
的仕様、電気的仕様、機械的仕様のすべてを定義した総合標
準です。

このインタフェースはプログラミングや制御をコンピュータ化した試
験機器、測定機器などで広く利用されています。なお、この標
準は、頭文字から取った名称 GPIB (General Purpose Interface
Bus)で呼ばれるときもあります。Figure 9に標準化されたコネクタ
のピン割り当てを示します。

FIGURE 9.  IEEE-488
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この 2つの業界標準は、コンピューティング・アプリケーション (コ
ンピュータと周辺プリンタとのインタフェース)で広く利用されている
パラレル・インタフェースを定義したものです。

どちらも業界標準で同様の機能をサポートしていますが、ピン割り
当てと物理的仕様が異なります。また、IEEEが 1284標準として

パラレル・ポートを規定しています。その中で 1284コネクタとピン
配置 (図示せず )が定義されています。セントロニクスとIBMパ
ラレル・ポートのピン配置は IEEE-1284 の付属書 (informational
annex)に規定されています。Figure 10、11に 2 つのコネクタを
示します。

FIGURE 10.  Centronics Port
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セントロニクス・ポートと IBM PCパラレル・ポート (つづき)

FIGURE 11.  IBM PC Parallel Port

まとめ
業界標準を採用すれば、ボード間、装置間の信号転送に関する
問題を大幅に減らせます。違うメーカーのシステム同士を相互に
動作させる場合には特に重要です (オープン・システム )。

TIA/EIAや他の標準団体が出しているインタフェース標準を採用
すれば、インタフェースにまつわるさまざまな問題が発生することは
ありません。このアプリケーション・ノートでは、標準の中で参照
されているコネクタを図に示しながら、これら標準の概要について
説明しました。なお、業界標準に従ったシステムを設計する際は、
どのような場合でも、標準の最新バージョンを充分に精査すること
を強く推奨します。

参考
標準規格の入手先は次のとおりです。

Global Engineering Documents 
15 Inverness Way East Englewood, CO 80112-5704
+1-303-397-7956または +1-800-854-7179
http://global.ihs.com/

コネクタ、ケーブル、データ・コミュニケーション製品の入手先は
次のとおりです。

South Hills Datacom 
Pittsburgh, PA, USA
フリーダイヤル : +1-800-245-6215
電話 : +1-412-921-9000
FAX: +1-412-921-2254
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生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナル セミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル 

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

www.national.com/jpn/
その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用下さい。

0120-666-116
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